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2月末の人口と世帯数 人口▶165,851人（前月比－134人）男▶79,098人   女▶86,753人   世帯▶88,149世帯（前月比－45世帯）
2月の火災発生件数  2件（前月比＋1件） 2月の家庭ごみ排出量  ごみ量▶1,660t（前年同月比＋12t）資源ごみ（Sの日）量▶554t（前年同月比＋8t）

データで知る帯広

　３月12日現在、新型コロナウイルス感染症が道内全域に広がっています。
　市では、２月26日に対策本部を設置し、市立学校の休校や中小企業に対
する融資限度枠の拡大など、国や北海道と連携した対策を実施しています。
　今後も市民の皆さんの健康と安全・安心な生活を守る
ため、正確かつ迅速な情報収集・発信に努め、関係機関
と緊密な連携を図りながら、しっかりと対策を進めてま
いります。
　感染拡大を防ぐためには、市民の皆さんの協力が不可
欠です。予防のための対策を今まで以上に心掛け、正し
い情報に基づき、冷静に行動いただきますよう、ご理解
とご協力をお願いいたします。

＊新型コロナウイルス感染症とは
　�ウイルス性の風邪の一種。発熱、喉の痛み、長引くせき
　（1週間前後）、強い倦

けんたい

怠感などが特徴。

＊主な感染経路
　①感染者のせきやくしゃみ、つばなどの飛

ひ

沫
まつ

による飛沫感染
　②ウイルスに触れた手で、口や鼻を触ることによる接触感染

＊感染予防のポイント
　・手洗いやアルコール消毒が有効
　・�感染者と接触する機会を減らすため、人混みを避ける
　・�知らないうちに感染しウイルスを媒介する可能性があるため、少し
でも発熱などの風邪の症状がある時には外出を控える

掲載情報は編集時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどの内容や日程が変更・中止になる場合がありますのでご了承ください。

市の所管する施設では、手すりやドアノブの消毒など感染防止対策を進めています。ご来庁の際には、手洗い・せきエチケットにご協力くだ
さい。新型コロナウイルス感染症の流行状況に合わせて閉館する場合もありますので、利用の際は各施設に問い合わせるか、
市ホームページで確認してください。閉館している施設や、イベントなどの中止・延期情報も掲載されています。

感染症の予防は、
こまめな手洗い、
せきエチケット

令和２年
（2020年）

月号 April
No.11514

発行:帯広市
編集:政策推進部広報秘書室広報広聴課
〒080・8670  帯広市西5条南7丁目1番地
電話（0155）24・4111
FAX（0155）23・0151
https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/おびひろ

広報 Public Information OBIHIRO

▲厚生労働省
ホームページ

検 索帯広市  コロナ  中止

健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9721）問い合わせ

◉新型コロナウイルス感染症について
感染症に関する一般的な相談

感染症の影響に伴う相談

◉感染症予防の基本
こまめな手洗い

せっけんやアルコール消毒剤を使用する。

①手のひらを洗う ③指先を洗う②手の甲を洗う ④指の間を洗う ⑥手首を洗う⑤指を洗う

せきエチケット
せき・くしゃみをする際に、
ティッシュやハンカチ、袖
を使って口や鼻を押さえる、
「せきエチケット」を徹底。

手にウイルス
が付着すると
接触感染が
起きやすい

帰宅時 調理の前後 食事前

問い合わせ先 電話またはファクス 時　間

帯広保健所 ☎26・9084 平日：8時45分～17時30分

北海道保健福祉部健康安全局地域保健課
※�聴覚障害者、電話での相談が難しい人

はファクス

☎011・204・5020 24時間

Ｆ011・232・2013

厚生労働省コールセンター
※�聴覚障害者などは、ファクスまたは全

日本ろうあ連盟ホームページを参照

0120・56・5653 平日･土日祝：9時～21時

Ｆ03・3595・2756

Japan Visitor Hotline
（外国人旅行者向けコールセンター） ☎050・3816・2787 24hrs、365days

相談内容 問い合わせ先 電話番号 時　間

中小企業者の
経営・金融相談

帯広市商業労働課（市庁舎7階）
※3月中は商業まちづくり課 ☎65・4165

平日：8時45分～
17時30分十勝総合振興局商工労働観光課 ☎27・8537

上記以外の相談 十勝総合振興局総務課・地域政策課 ☎26・9005

帯広市長
米沢 則寿


